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瀬
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と
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た
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市
民
団
体
主
催
の
講
演
会
「
渡
良
瀬
遊

水
地
の
未
来
　
〜
市
民
と
と
も
に
歩
む
行

政
〜
」
が
８
月
、
栃
木
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
琵
琶
湖
の
水
質
と
周
辺
の
環
境
社

会
学
の
研
究
者
で
、
滋
賀
県
前
知
事
で
も

あ
っ
た
嘉
田
由
紀
子
氏
に
よ
る
講
話
を
興

味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

　
嘉
田
氏
は
冒
頭
か
ら
、
環
境
の
価
値
は

見
る
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
。
住
民
・
生

活
者
の
立
場
に
と
っ
て
望
ま
し
い
水
環
境

は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

歴
史
的
背
景
〜
過
去
か
ら
未
来
へ
〜
地
理

的
広
が
り
〜
上
流
か
ら
下
流
へ
、
さ
ら
に

は
地
域
か
ら
地
球
規
模
へ
と
い
っ
た
多
眼

的
な
視
点
が
必
要
。
水
道
の
栓
を
ひ
ね
る

と
安
全
な
水
が
出
て
く
る
現
代
で
は
判
断

を
専
門
家
や
行
政
と
い
っ
た
他
者
に
依
存

し
、
住
民
は
受
け
身
に
な
り
が
ち
で
あ
る

が
、
昔
の
よ
う
に
も
っ
と
水
を
近
い
も
の
、

当
事
者
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
琵

琶
湖
の
水
質
保
持
や
周
辺
住
民
の
生
命
と

生
活
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
話
さ
れ
、

「
水
質
、生
態
系
、美
観
」を
守
る
こ
と
、「
科

学
知
と
生
活
知
」
を
繋
ぐ
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
渡
良

瀬
遊
水
地
に
も
リ
ン
ク
し
ま
す
。
環
境
社

会
学
の
研
究
者
、
元
知
事
、
生
活
者
と
い

う
３
つ
の
立
ち
位
置
を
持
つ
嘉
田
氏
の
考

察
は
、
私
た
ち
渡
良
瀬
遊
水
地
周
辺
の
一

般
住
民
に
も
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

　
小
山
市
長
、
栃
木
市
長
も
加
わ
っ
た
後

半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

栃
木
市
長
が
４
県
、
４
市
２
町
に
ま
た
が

る
た
め
、
行
政
区
ご
と
の
取
り
組
み
に
な

り
が
ち
な
課
題
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
異
な
る
視
点
を
持
つ
自
然
保
護
団
体

や
一
般
市
民
が
参
画
す
る
必
要
性
が
み
え

ま
し
た
。
嘉
田
氏
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が

首
都
圏
の
水
害
を
防
ぐ
〝
治
水
〟
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
東
京
都
民

に
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
小
池
都
知
事
に
遊
水
地
に
来

て
頂
い
て
も
良
い
の
で
は
と
言
及
さ
れ
ま

し
た
。

　
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
に
「
水
や
遊
水

地
」
へ
の
当
事
者
意
識
を
喚
起
さ
せ
る
内

容
で
し
た
。
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